
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）、

不
妊
治
療
な
ど
の
人
々
に
医
療
の
壁

不
妊
治
療
な
ど
の
人
々
に
医
療
の
壁

コ
ロ
ナ
禍
と
女
性
へ
の
暴
力

コ
ロ
ナ
禍
と
女
性
へ
の
暴
力

感
染
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
女
性

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、医
療・福
祉
や
行
政
、

流
通
な
ど
の
よ
う
に
、
社
会
の
維
持
に
不
可
欠
で
あ
る

職
業
に
就
い
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と
で
、
感
染
リ
ス
ク

と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。
と
く
に
、
医
療
・
福
祉
に
従
事

す
る
女
性
は
、
男
性
の
3.1
倍
に
上
っ
て
い
ま
す
。
※
６

※
１
・
３　
令
和
２
年
４
月
労
働
力
調
査
結
果
（
総
務
省
統
計
局
）

※
２
・
６　
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）
令
和
元
年
度
平
均
結
果
（
総

務
省
統
計
局
）
※
４　
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
影
響:

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

世
帯
へ
の
支
援
策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
２
０
２
０
／
04
／

13
暫
定
版
）
※
５　
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
︱
19
）
の
影
響
に
関
す
る
調
査　
６
月
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析�
（
近
藤
）

　
電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
に

お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
は
全
体
の
約
９
％
。
こ
の
11
人

に
１
人
と
い
う
割
合
は
、
左
利
き
や
血
液
型
が
Ａ
Ｂ
型

の
人
の
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
は
、
ホ
ル
モ
ン
治

療
を
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
、
戸
籍
変
更
の
手
続
き
が

滞
っ
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
様
々
な
困
難
を
抱
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ま
で
不
妊
治
療
を
続
け
て
き
た
女
性
は
、

治
療
延
期
の
検
討
を
選
択
肢
と
し
て
提
示
さ
れ
た
な
か

継
続
が
難
し
く
な
り
、
妊
娠
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
人
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
公
共
施
設
な
ど
が
一
斉
に
閉

館
し
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
や
高
齢
者
な
ど
同
じ
悩
み

を
持
つ
人
が
集
ま
り
、
共
有
す
る
場
が
奪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
痛
手
と
な
っ

た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
れ
ば
活
動
の
交
流
は
存
続
可
能
で
す
。
半
面
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
直
接
人
と
話
せ
る
場
を
持
つ

大
切
さ
に
気
づ
い
た
部
分
も
あ
り
、
そ
の
両
方
の
活
用

が
、
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。�（
山
﨑
）

　３月下旬頃から、マスクや手袋等予防具が手に入
りにくくなりましたが、幸い事業所は感染予防用品の備蓄があっ
たので、不足してケアに困ることはありませんでした。
　こうした状況下で、ほぼ全員のヘルパーが仕事を続けてくれ
ました。「私が訪問しないと生活が困る」「訪問を待っていてく
ださる方がいる」と。利用者は高齢の方であり、基礎疾患や重
篤な疾患の方もいらっしゃるため、細心の注意を払いケアして
います。現場では緊張の連続ですが、平常心でケアに努めても
らえたことは心強く、これからの希望だと感じています。
　緊急事態宣言が出され、どうしたらケアを継続しつつヘルパー
と利用者の安全を保っていけるか、清雅苑グループで「感染症
対策会議」を毎週開催し作業チャートを作りスタッフを２グルー
プに分け、もしもの時にも途切れずケアができるようにしてい
ます。
　コロナ禍の中で得た経験は貴重であり、今後のケアに活かし
ていけると確信しています。� （山口）

　どのような状況になっても子育て支援は必要なの
で、活動を止めることは考えませんでした。ですが、人が不特
定に集まる子育て広場は中止になったので、ホームページで手
遊び動画を配信し、家での親子遊びに役立つ工夫をしました。
　子育て支援者育成の講習会は、延期しました。一時は、電車・
バスの移動を休止したので、遠い場所のご家庭への訪問支援は
大変でした。この機会に、ピッコロが作成した「安全チェック
リスト」を女子医大・東京医大の先生に専門家の立場からも助
言をいただき、現在も活用しています。
　コロナ禍で、保護者の働き方の変化や外遊びの中止など、大
人の都合で子どもに負担がかかっています。しかし、子どもは、
様々な人とふれ合った体験で育つのです。大人も、家に一人き
りで子どもと向き合い続けたら、孤独で不安になりますが、誰
かと話せることで全く違ってきます。
　ふれ合いが難しい時だからこそ、人と人との関わりや、思い
やりが大切です。地域のつながりを大事にし、お互いを思いや
りつつ、今後も子育て支援を続けていきます。� （中嶋）

みやびやか旭・清雅ヘルパーステーション

管理者　石川　亜砂美さん

NPO 法人子育てネットワーク・ピッコロ

理事長　小俣　みどりさん

　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
で
も
日
本
で
も
、
ま
ず
「
女
性
へ

の
暴
力
」
に
対
す
る
懸
念
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
夫
が
、
収
入
減
や
失
職
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で
家
族
に

暴
力
を
振
る
う
。
１
日
中
家
に
い
る
夫
に
監
視
さ
れ
て

Ｄ
Ｖ
の
相
談
が
で
き
な
い
。
逃
れ
る
た
め
母
子
で
家
を

出
た
い
。
学
校
は
休
校
、
家
に
居
場
所
は
な
く
、
少
女

た
ち
は
街
中
を
彷ほ

う
徨こ

う
す
る
…
…
。

　
対
面
で
の
Ｄ
Ｖ
相
談
を
電
話
に
変
更
し
た
自
治
体（
清

瀬
市
は
通
常
通
り
実
施
）
も
あ
る
な
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

民
間
支
援
団
体
に
も
、
こ
う
し
た
母
子
や
少
女
た
ち
か

ら
の
切
実
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
以
外
に
も
、
所
持
金
が
底
を
つ
い
た
女

性
た
ち
、
性
被
害
に
あ
っ
て
妊
娠
し
た
か
も
と
不
安
な

少
女
や
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
り
食
事
も
満
足
に
摂

れ
な
い
少
女
た
ち
に
食
事
と
寝
場
所
を
提
供
し
相
談
に

の
る
団
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　
行
き
場
が
な
い
人
た
ち
に
「
い
つ
で
も
お
い
で
」
と

言
っ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
誰
に
と
っ
て
も

心
強
い
こ
と
で
あ
り
、
社
会
に
声
を
あ
げ
て
現
状
を
伝

え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
ま
す
。�

（
山
口
）

給付金と世帯主
　新型コロナ対策として歓迎されたはずの特別給付金ですが、世
帯主（単身、ひとり親を除く世帯主の96％が男性＊）に家族分
をまとめて振り込む、という形で発表されました。しかし、ＤＶ
に苦しむ女性や家庭内別居中などの事情で受け取れない、という
声があがり、その結果、避難中の女性は自分の口座で受け取れる
形に変更されました。
　この問題は自然災害が起こった事態でも表面化してくる可能性
があり、今後も注視すべき点でしょう。 
＊国立社会保障・人口問題研究所2015年　

相談窓口情報　
・DV 相談
内閣府DV相談＋ （プラス）　https://soudanplus.jp
☎ 0120-279-889　電話・メール24時間受付
チャット相談　12時～22時

・新型コロナの影響による労働相談窓口
東京労働局　総合労働相談コーナー　☎03-3512-1608
土日祝日・年末年始を除く9時～17時

支援とふれ合いの大切さを― 「待っていてくださる」と休まず訪問

↓

手を組めば新しい風

フェイクニュースを含め真偽もわからぬ、おびただしい情報が、手元のSNS画面上に24時間流れるこの時代、コロナ感染症の科学的
な視点を学び知恵を養い、正しく恐れたいと思います。編集後記 山口5


